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働摩擦抵撚關して購しでな鯵い重要な鵬は．
　　゜船膿表面粗度である．船が出渠したばかりの清津な外板

　　　面でも鋲頭，縦横縁，等の凸起が存在するため滑面と

　tは見なされない・逆に十分ていね込に仕上げた實物推進

．　　器は，模型推進器に比し潰な面を持つものである．この　’

／　　ような粗面についての研i究は廣く行われ，K6rnpf20）は

　　　實船の粗度に關して大がかりな測定を行い，米國では實

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　船の摩擦抵抗式にSchoenherrの式を用い，これに糧度　　　・

　　　の鹸裕を一定値見こむことを水槽委員會で決定してい

　　　る・しかしながらζれ等はいずれ屯直圓管や挙板に饗す

　　　る粗度影響を根撮としている．滑曲面に甥する鼠流理論
　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

　　　の鷹用についで，粗曲面に野ずる計算ならびに實験を行層
　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　う挙要を感じて，筆者は本年度文部省科學硯究費により

　　　この研究に着手している．　　　　t　　　　　　　’

　　tこの勉最疵いちじるしく關心をひ・〈に至つた非定常問
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　　　　　　と思われる。筆考の研究は錯膿表画の境界暦の構況を通　　r’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　じてこれ等の問題の解明ヘー歩を進めようとするもので　　　．

　　　　　　あり，造波抵抗の理論的瀞究と表裏一髄をなすものであ・　　託
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曳・

・題の取扱において亀，摩擦抵抗の取扱いには不明の織ば

かり多く，最近米國で實用化されたときく熱線型水申速
度計の利用はこの方面に大19いカとなろう．

～7．　蓬波抵抗理論との闘係

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　朧抵抗の一一pt分である遙波抵抗の理論的研究は職時

中から木下博士および乾助敬授（工學部錯舶ユ漿科）等の

努力で大いに進歩した・MichelIおよびHavelcckが開

拓したこの分野について計算の精度が高まるにつれて摩

擦抵抗との相互作用の解明が重要な問題となつてきた．

すでにのべたように剣離現象は造波現象に鮒して大きな

影響を持つをので，遙波抵抗値を十分攣化させる力を巡

Lつと思われる・鞭鍛にわ哲つて鐡形カミ計算ミれた

　ものと喰違う原因は粘性に露せられる部分が少くない
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　　直流電塵の小さな攣化で可聴周波爽振器の周波数を
・攣化させ，それを定性的に耳で検田する装置はAudi・
　b正e　Alarrnとよぼれ輿空装置の洩れさがしに用いられ

　てV・る．
　　　　　ノ　　　　　　　ノx

　・これまでに獲
　表されだ図路は
　マルチバイブレ
　　　　　　　　　唇　一・　Pt　一一方式の亀

　の（1）は，やや複

　雑であD，直流
　電塵0．2eJ1．O

　voltのi墜化k封
　して，2CIO～800
’　eeの周波敷攣化

・を示し，周波数
　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

　i攣化がかなりせ　　 第1圖」．，　　　　　　　　　　　　　　∂
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　されるものは，周波数攣化ヵ｛せv・ぜv・100～500％で

　せますぎる・　一　　　　　“”
　　ネオン管爽振回路の周波敷は　”
　　　　　f＝1／・ξC・109（v－一・1－c）／（v－一　Vs）．．．．．．．．．（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（65頁へ綾く）
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　　　　勢諮鐸聯16麟灘毒含裏黙髪騨轟鰭難警讐麟鰹
　　　　一ジLク冒ロメチル盤が150～170℃の沸貼におv｝てユ・44部．　　　　　　　　　　；一J’　・　　‘　・・　　一

’ボ㌦

?齬?R晶洛鐸湯二齢講儲聯一働一（擁伽〃、
　　　　鍍の癖。癖＿磁一ウ苓㍉鵬μ8＿・2磁’　’1　」70’”露
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅比．碗．　〃　　・〃＼〃　　　　く酪酸の製造についでは後述する）．と反懸させる一・

　　　　　ジク1…rメチルキシレソ1部と酪酸ナけ，％1・1部　　　　　　　　’　　　・．
　　　　〈略計算量）にキシレソ（5％の酪酸を含む）を溶媒とし

　　　　・4，5時間加熱し，r冷却後生成した食璽を只別じ，減歴分

　　　　留する．律られたジオ．ギ努メチルキシレソジブ≠レ』ト

　　　　（X4）は沸黙5m面で185～200°C，牧牽95％である一’

　　　　しゼがつて1部のキシレソから出獲しで2・06部のX4

　　　　が得られる．上記クロVメチル化反鷹の際の塵璽酸は騨

’　　　一酸が若干希羅されている外・なおホルマリソがかなり含’

　　　　まれているから，盤化水素を吹込んで飽和させ，これに

　　　　ギシレソと少量のホルマリソを加えて再度反懸に用いる

　　　　ことができる．この屡騨酸は反覆使用に耐えるの鳩モ

　　　　　ノ．クロロメチル化物を原料キシレソに混ぜて使用するこ

　’　　とも考えればこのクロロメチル化反懸はかなり経濟的に

　　　　作業することができる一’　　一一

鱈　　　　今DOPとX4の製造原償を比較して見る・使用原料

　　　　tは大髄時債とし拓すなわちブタノーノ㌧無水フタル酸

ノノ Pはkg　300．圓，キシレソは蒸溜後kg　130圓ど假にして

おく．X4の製邉の場合に，まずクPtロメチル御反懸で

はキシセソ1・37％亦ルマiコ．ゾ2および騨化丞素（37％

懸酸1ご換算して）2・5から1・44のジク篇・Ptメチルキシ

レシが得られる．（こ、の場合のホルマリソ．盛化水素は

塵液反覆使用の訂能性を85％と假定して算出した・ま

たモノクロPtメチル騰の再使用を除外して安全牽とし
た）e ｵナ・掬てホル々聖をkg　75、騨濃麟を噸

とすると：e　　　　　　°　　　　　　　　　　　．

　　　（120×1＋75×2＋22×2・5）／1・44t225（圓）

得られるジクロロメチルキシVyはkg　22ら圓となる・

訳のエステル化はジグロ．ロメチル膿1，酪酸ナトリウム「

．1．1からエステル1・4　SSS際は1・43）が得られるから・

　　　　（225×1＋350×1．1）11・4＝43旦一圓

　ただし酪酸ぽブタノr・’一ルからブチルアルヂヒドを経て

製造すれば（84％×85％≒70％）酪酸はこkg南たり菟30

，圓となる．これから約・kg　350　eqの酪酸ナトリウムが得

。．」@1
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　（34頁速報⑳績き）　’

Vs：ネkン管放電開始電Pt，　Vc：ネオン管放電停止

　　　電塵　　　　　　　　一
で與えられる冒が，’第1圖の回路では（1）のγをi攣イ4

させることになる．・　・　　＼．
　われわれは，（1）式中のRに五極管を使用し，この
内部鱗を攣化させる乙とによ9て周波数攣化を100
～2500％までにする．ことができた．第2圖に回路を，

その特性を第3圓に示す．
　ネオン管が登撫する海孕に綜（1）式中R》恥V（RN
はネオと管内部抵抗）でなければならない．。この社め
ネオン管電流は小βく，’（われわ矛レの使用した検電器

ビ Ji

’このようにX4・は435圓の製造原債となるが，これ

に野懸するDOPの製造原贋は，2一エチルヘキシルアル

コ・一ルはブタノーガから製逡するに3段階があり，ブタ・

ノPルか滝）ブチルアルデヒドが84・3％，アルデヒドの　’”

2分子縮合が82・3％，その水素添迦が97・0％である

から，ブタノドルからの総牧率硯3％ζなる，併し製　　’

浩技術の向上により最近は～70％と見られるから，300

÷0．7＝430圓を2一エチルヘキシルアルコ・Pt一ルの贋格と

假定する．さらにエステル化後蒸留して得られるDOP『

の牧牽は75～80％故，80％を操用し，上式から

　　　　．（300×O・　4十430×0・7）／0・8．　＝525圓．

DOPの製邉原債は525圓となつfe．前にととわつたよ

うにこの計算は軍に使用原料の儂格と量的關係だけから

原贋を求あたものであつて，動力，熱量，襲置，蓮韓諸

経費などについては考慮していない・しかし恐らくこれ

らの諸要素はDOPもX4も大差がなく，主としてその
償格を麦配するものは原繊費と見徹して差麦えなかろ

うトともかく上述の計算から安全牽を見たX4の43S圓

に封し，良好な條件であDOPが525圓であることは，

われわれの新可塑翰X4が経濟的にも有望であると豫想

される．（現在・DOPはkg　800～900圓の贋格である）
　　　サ　われわれはこの實瞼をさらに進めて工肇化を目標に中

問試験を行い，製造條件の槍討ダ製晶の品質向上を計る

べく準備を準めている・さいわい當生産技術研究所の昭

和年26．度中聞講験研究費をいだドいたので丁早速試験

に渚手し，その結果については改め℃後躰誌上に報告

したいと考えている．　　　　　＼・

　なお禾研究は招細25年度文部省科學碍究費にょづt二もので冷り，永井

・芳男漱授から脇究の便宜旗えらnテ・二とを感謝る・ま翻述の古谷一
野依繭災以外に，鐘淵化學工業株式會杜硯究所東京分室竹内順三郎馬，野

ロ研究静藤久男氏および藤倉電線株式鰍鳥髄一氏にいろいろお世語．

ze　tsつナ・こ雛興して齢娠する一一一 @　　　！一

用ネオン管につ
いてはへ160陣A
以下）從つてジ
6SJ　7・の動作馳

をプレート電流
fagネオン管電流

附近に9蓮ぶ必
要があるlcに
誹つて亀履波数
攣化の範圏が攣
る；r　　。
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